
半導体・バイオ融合集積化技術の構築の概要

１０年～１５年後に起こすイノベーションの姿

高感度バイオセンサーと大容量メモリ、無線インターフェースを融合
することで，｢飲むバイオセンサー｣を実現し、ガンの早期診断や腸内
細菌・コレステロール診断をいつでも，何処でも可能にする．

｢半導体技術｣

｢バイオセンシング技術｣

（広島大学）

実施機関：広島大学 協働機関：エルピーダメモリ（株）
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｢大容量メモリ技術｣

（エルピーダメモリ（株））

半導体バイオ
センサー

無線回路大容量メモリ

１．消化器官内で複数のバイオセンサーを動作
２．ガン細胞などの出すマーカーなどを同時に検出
３．検出結果をメモリで記憶，無線で体外に送信

飲むバイオセンサー

薬カプセル程度の
大きさで、使い捨て

シリコ
ン結合

ペプチド

アンテナ

超微細・大規模
メモリチップ生産

ナノデバイスの開発
・ナノワイヤ、量子ドット
バイオ分子の発見
・シリコン結合タンパク

１０～１５年後に起こすイノベーション

ガン細胞,
腸内細菌，

コレステロール
を検知


